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 毎日、寒い日が続いています。そんな中、我が家の小さな桜の盆栽に新芽を発見！ここ 2、3 日でクシャミはでる

わ、鼻がムズムズ・・花粉症のはじまりのようです。春がすぐそこまで来ていることを実感しました。今号の巻頭言は、

特定非営利活動法人日本口唇口蓋裂協会常務理事の夏目長門先生です。 

 

 

 

海外での国際協力を希望する歯科医師の育成を考える 
  

夏目長門先生／特定非営利活動法人日本口唇口蓋裂協会 常務理事、愛知学院大学歯学部ＣＬＰセンター 教授、愛 
         知学院大学口腔先端研究所国際協力部門 部長、愛知学院大学ラオス研究所 幹事

 将来、国際協力に、いわゆるボランティアではなく職

業として関わりたいという歯学部の学生や研究医、大

学院生に出合う機会が年々増えて来ています。しかし

実際にＮＧＯの中で有給のポストが少ないのが現状で

す。また、歯科大学に於いても国際協力に関する研究

部門を有するところは、未だに多くありません。日本の

歯科医師が将来、今以上に海外で活躍していくために

は、JAICOH の関係者及びＮＧＯ等、全員の方々が協

力する体制づくりを急ぐ必要があるのではないでしょう

か。 

 私供は、将来、国際機関に就職するためにはＮＧＯの

実務経験が求められている現状を踏まえ、中部地区唯

一の国連経済社会理事会協議資格（ロスター）を取得

し、数年前より研修制度を開始しております。 

愛知学院大学付属病院で歯科医療研修を行いながら、

外務省などへの書類の作成、援助物資の手配等、発

展途上国へのプロジェクトにももちろん参加をして頂き、

経験を積んで頂く制度を作っています。手当は多くはあ

りませんが、各種保険も用意しており、国際協力につい

て学ぶのみでなく、口腔外科の研修も合わせて行うこと

が特長の一つとなっています。 

 また、愛知学院では口腔先端研究所に国際協力部門

を開設し、私は部門長として歯科における国際協力に

ついての研究を開始しております。 

 このような中で我々の努力により本年度よりはラオス

人民民主共和国の名誉総領事館が設置されたことを

機会に、ラオス研究所を設立、幹事として関係部門と

の調整等を行っております。若い方々で興味があれば

ご連絡下さい。国際協力が歯科医師の一つ 

の専門分野として将来的に確立され、多くの方々が活

躍されることを希望いたします。 

                   

http://www.aichi-gakuin.ac.jp/~jcpf    E-Mail  

jcpf@naa.att.ne.jp 
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JAICOH 会員活動報告 

ＪＤＭの活動報告 
                                       特定非営利活動法人  

ジャパン デンタル ミッション 
代表理事 沢田宗久 

 
 ジャパン･デンタル・ミッション（ＪＤＭ）の活動はヴァヌ

アツ共和国に年２回、フィリピン共和国に年３回の計５

回行っています。 

 ヴァヌアツの首都はポートヴィラで、以前はイギリスと

フランスの統治国家でしたが、１９８０年に独立をしまし

た。最初、私個人として国外活動を始めたのは独立間

もない１９８３年の頃のことです、当時はライフラインの

無い所からのスタートでしたが、現在では少しずつでは

あるが近代文化・文明が入り場所によっては電気が通

じている所もあります。我々の活動拠点は首都から北

方のマレクラ島と南方のタンナ島で両方共、歯科医師

が居ない所で、ＪＤＭの活動は島民のみならず、ヴァヌ

アツ共和国厚生省にとっても大きな期待をされていま

す。 

 ２００４年にヴァヌアツ共和国厚生省とＪＤＭとで将来

活動を拡大発展するための調印式を行いました。その

目的は・・・ 

１、ヴァヌアツ国民の口腔衛生向上のために患者個人

や厚生省に対して無償で歯科医療を行う 

２、人材育成として、教師を中心に教育機関において口

腔衛生向上プログラムを遂行する 

３、島々の環境の違いと児童の食事摂取状況をもとに、

それぞれの口腔環境との関連を調査する 

 

調印式の様子、写真右は厚生省長官ジョージ・タリオ氏 
 

 調印式において、厚生省長官ジョージ・タリオ氏は「今

回の調印式をきっかけにヴァヌアツ共和国の口腔衛生

活動は重大な一歩を踏み出した。２２年にも渡るボラン

ティア活動に対して厚生省としても調印することは重要

であり、ヴァヌアツ国民の為にもＪＤＭと協力関係を結

ぶ必要がある。」と語っていました。 

 その為に毎年活動時には厚生省とミーティングを行

い、昨年ヴァヌアツ政府の依頼により教育省と厚生省

とのビッグプロジェクトとしてヴァヌアツ共和国の全校

小学生３６,２３８名を対象に口腔衛生指導を行うための

歯ブラシ３８,０００本と口腔衛生啓蒙ポスター２,５００枚、

教材、文具、運道具、子供服などを２０フィートのコンテ

ナにいっぱい詰め込んで船便でヴァヌアツ政府に寄付

を行いました。 

職業訓練学校の生徒達と共に 
 

 今年春そのプロジェクトがスタートします。ヴァヌアツ

の教育機関は非常にタイトで厳しく公立学校で落第を

すると、日本と違い二度と復帰ができないシステムに

なっています。そのために学校に行けなくなった子ども

達や貧困のために学費が払えない子ども達のために

私立の職業訓練所があります、そこでは建築や農業な

どを教え、手に職を付け自立した生活をサポートしてい

ます。 

 我々は数年前からマレクラ島沖のウリピヴ島において、

ナイン・オルセル・ルーラル・トレーニングセンター（Ｎ・

Ｏ・Ｒ・Ｔ・Ｃ）の学校建設に協力し、校舎・図書館・倉庫・

教材等の寄付を行っています。カリキュラムは大工・農

夫・栄養士・裁縫を教育する私立学校です、現在男女

合わせて２４名の生徒が皆熱心に勉強しています。 

 ＪＤＭの日本国内でのあり方として青少年の育成も加

えられています、活動メンバーに日本でイジメに会った

子どもや不登校になり自分の将来に目的意識を無くし

つつあった学生が、ボランティアとして 
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参加し、大自然の中で活動を通して自分自身を見つめ、

自分達は生きているのではなく、この世に生かされてい

ることを悟るようになりました。 

 この経験を生かし帰国後、素直に学校に通学し、大

学にも進学したメンバーもいます。 

このように、我々は歯科診療以外に多方面にわたり幅

広く活動を行っています、２００５年ヴァヌアツ共和国は

独立２５周年にあたり、７月３０日に独立 

２５周年式典が首都ポートヴィラで行われ、大統領から

招待を受け我々のメンバーが式典に参加することがで

きました。 

 このことを励みとして、今後ＪＤＭの活動が社会性を

持ち世界平和のために微力ながらも貢献していきたい

と願っています。フィリピン・カオハガン島での活動報告

は又の機会にさせて頂きます。 

 

沢田宗久先生／（略歴）１９７３年大阪歯科大学卒業、１９７７年澤田歯科開業（大阪市中央区）、１９８３年ヴァ  

         ヌアツ共和国において活動を開始、１９９５年「南太平洋に歯科医療を育てる会」をＮＧＯとして設 

         立、会長に就任。１９９６年フィリピン共和国カオハガン島において活動を開始、２００３年特定非 

         営利活動法人ジャパン デンタル ミッション設立、代表理事に就任。現在、両国において医療奉仕活 

         動を続けている。 

 

 

次は昨年７月 3 日に開催された「第 16 回歯科保健医療国際協力協議会（JAICOH）総会および

学術大会」での田中先生の発表報告です。本誌都合で前号の特集に掲載できず、 

田中先生、すみませんでした！ 
 

医療関係者が国外に勤務する際に直面する問題について 

田中健一／北京天衛診療所 

JAICOH に所属している関係者の中で、一度は海外で

勤務してみたいと考える人もいるはずです。しかし、いく

つかの困難を乗り越え赴任にこぎ着けても、実際には

日本では考えても見なかったことが待ち受けているの

ではと思っている方もいるはずです。私のいる北京天

衛診療所に実際に勤務した日本人医療スタッフ（看護

師 4 名、歯科衛生士 2 名、歯科医師 2 名、医師 1 名、

薬剤師 1 名、事務職 1 名）を例に、   今後、海外で

勤務する時、業務を遂行する際に必要なノウハウをこ

こで考察します。 

 私のいる診療所は利用する対象が日本人であるため

日本の健康保険が適応となります。医療スタッフに支

払われる給与も日本に近いです。しかし、中国側雇用

者より不適格と判断され解雇されるスタッフが多いため、

スタッフに求められる資質は日本で勤務する以上に過

酷であると思われがちです。一般に海外の日本人診療

所では日本人というだけで、現地スタッフより高い給与

が支払われますが、日本人の能力が現地スタッフより

低かったりすると現地スタッフに不満がたまるから、高

い能力が必要だとよく言われます。 

 しかし、日本人医療スタッフが解雇となった理由とし

て、本体業務以外に熱心であった（医師），現地スタッ

フと良好な関係が築けなかったこと（看護師），医療行

為以外の仕事をしないこと（看護師），自己の健康管理

不足（看護師），中国人院長の決定に従えない（歯科医

師），患者サイドから評価が得られない（歯科衛生士），

現地スタッフを雇い人扱いする（歯科衛生士）など、解

雇された理由は個人の医療人としての能力以前の問

題でした。 

 中国では歴史問題に対する個人的な解釈が求められ

ることもありますが、といっても日本で求められる一般

の仕事および人間関係が構築できれば北京であっても

やっていけます。つまり、海外で勤務することは難しい

ことではないのです。ぜひ我はと思う方は海外医療の

扉を開いて下さい。 

 

住所 北京市朝陽区南新園西路 8 号 

Email  bxu00436@nifty.ne.jp 

 

 



 4 

          国際歯科保健協力とは   
 

 今号から 4 回に渡り連載をお送りします。テーマは「国際歯科保健協力とは」。

内容は「国際歯科保健医療学」中村修一 編 をニュース編集の楢崎が要約したも

のです。 

 

第一回 なぜ国際協力が求められるのか 

１． 途上国の実態 

＊人口＊ 

 2001 年現在、地球の人口は、64.65 億人で、国の

数は 192 である。人口の多い国は、中国（13 億 1600

万人）、インド（11 億 300 万人）である。世界の人口は

1999 年に 60 億人を超えたが、その後は年間 7800

万人増加している。世界5大陸の面積と人口を見ると、

アジアの人口は地球の 60.6%であるが、それが地球の

面積の 23.5%に住んでいる。この 2 つの国の人口が極

めて多いことを意味している。（国連人口基金 2005） 

 

＊経済格差＊ 

おおよそ人口・国の数・国土面積は 20%が先進国、

80%が途上国であるのに対し、国民総所得はこの逆で

ある。地球上の 20%に当たる先進国が世界経済の

80%を占めている。一人当たりの国民総所得で見ると、

低所得国と先進国は約 100 倍の格差がある。（世界銀

行、2001） 

 

＊識字率＊ 

 先進国はほぼ 100%であるのに対し、後発途上国は

男性 63%、女性 44%と著しく低い。特に女性の識字率

が低い。（世界人口白書、2001） 

 

＊就学状況＊ 

小学校に入学して 5 年次まで在籍している児童は先

進国では 99%だが、途上国 73%、後発途上国 61%で

ある。（世界子供白書、2001） 

 

＊人口の増加＊ 

途上国の人口増は、環境破壊や食糧不足など地球

レベルでの深刻な問題となっている。50 年前（1950

年）地球人口は25.19億人であったが、現在64.65億

人、50 年後は 90.75 億人とされ、著しい人口増が予

想されている。しかも途上国と先進国の人口比をみると

50 年前は先進国 32.3%、途上国 67.7%であったが、

現在では先進国 19.6%、途上国 80.4%と 

 

ますます拡大傾向にある。（世界人口白書 2005） 

 

２． 国際協力の理念と経過 

＊理念＊ 

 国際協力の理念は、地球上の貧富の差の解消を目

的とした人類愛に基づく国際人道主義である。富める

者が貧しい者を救済するという国境を越えた義務とも

いえる。 

 国際協力は第二次世界大戦以降にできた概念であ

る。戦争以前、現在先進国の多くは植民地を持つ宗主

国であり、発展途上国はほとんど宗主国に支配された

植民地であった。資源や富は植民地から旧宗主国に向

かっており、植民地に住む人々の人権は著しく損なわ

れていた。第二次世界大戦後ほとんどの植民地は独立

したが、経済的には自立できない国がほとんどであっ

た。政治システムや社会基盤が未熟で真の独立とはい

えない状況の中、貧困と部族間の内乱が生じた。 

 

＊経過＊ 

 1945年に国際連合が設立され早速途上国への援助

が開始された。先進国の援助機関である経済協力開

発機構 OECD に開発援助委員会 DAC が 1961 年に

設置され現在先進 22 カ国が途上国に援助を実施して

いる。しかし、戦後の援助開始から 100 兆円の資金が

先進国から途上国に導入されたにもかかわらず、ほと

んどの途上国は貧困から抜けられず、先進国との貧富

の差はますます拡大している。 

 

３． なぜ、途上国は貧困から脱出できなかったか 
 
 途上国が貧困から脱出し経済的に自立するプロセス

を開発という。戦後、途上国への援助がスタートしたと

き、旧宗主国は独立した途上国の支援をどのように展

開すればいいか困った。なぜならそれまでは植民地か

ら資源を搾取していたわけで、支配を続けるためには

教育を行わず、できるだけ自立させないような運営を

することが旧宗主国の政策であったからである。 
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＊途上国の開発の考え方とその理論＊ 

 そこで、途上国の開発をどのような方法で行うかの開

発経済理論が必要となった。先進国は開発理論の根

拠を、自分たちが産業革命を経由して築き上げた近代

産業化（西洋化）に求めた。農業主体から工業主体の

社会に変換することにより経済開発を行い、途上国の

貧困を解決しようとした。そのためにまず社会的生産基

盤（インフラストラクチャー）を充実させる必要がある。

港湾設備、道路、飛行場、発電所、水道、灌漑用水、ダ

ム、病院、学校などを建設するための資金が先進国か

ら途上国に投入された。 

 工業化社会を作るには、工場の経営が科学的かつ合

理的にでき、工場生産ラインで再現性のある労働がで

きるような労働者の資質が求められた。そのためには、

西洋的な科学的かつ合理的な教育が必要となる。政

治体制に民主主義を求めた。このように教育や文化の

あり方を根本的に変換することが求められた。急激な

工業化への変化は、途上国の伝統や価値観に大きな

変化をもたらすことになった。 

 

＊開発の問題点＊ 

農村型社会から工業化社会に移行するとき、都市の

工業化により都市周辺の農村は疲弊し生活ができなく

なるため人々は都市へ流入する。これにより都市のス

ラム化による貧困と混乱が起こる。その結果人々の健

康が著しく阻害されることはイギリスや日本の産業革命

が証明している。これと同じ現象がアジアやアフリカの

各地で起こった。過剰な森林伐採が進み、環境破壊や

河川流域の洪水、大気や水の汚染が起きた。また人々

の伝統的な暮らしが崩壊した。 

その結果援助を行う先進国は急激な工業化（近代西

洋化）は簡単には実現しないことを学んだ。21 世紀の

途上国開発のヒントは大きな文化と小さな文化の衝突

から得たものの先にあると思われる。 

これらの経験から、先進国では援助のあり方を経済

開発のほかに社会開発や人材開発も並行して展開し、

途上国の自立を支援するように戦略の見直しを行い始

めた。 

これまでの二国間援助は政府間の協定に基づいて

行われていた。しかし、途上国側の政府レベルが脆弱

で開発が円滑に行われない場合も多いことから、ODA

予算の一部をNGO に依託し、NGO の草の根援助を重

要視する傾向もある。今、先進国の援助の流れは大き

く変わろうとしている。 

 

４．これからの開発はいかに進むか 

 第二次世界大戦後に始まった途上国への援助事業

は 50 年以上が経過した。しかし成功したとはいえず、

逆に先進国と途上国の貧富の差は拡大した。失敗の原

因は、先進国の援助システムである経済開発理論や

実践方法だけにあるのであろうか。先進国の価値観や

文化、政治経済の延長線上に解決できる未来があるの

かその根本が問われている。1989 年にベルリンの壁

が崩壊し、地球上の東西二極構造は終焉した。その後

新しい世界秩序“パクスアメリカーナ”が現在の地球を

支配しつつある。しかし、地球上の多くの問題や混乱は

アメリカの価値観に基づく対応だけでは解決が不可能

なことは明らかである。 

 

＊途上国の開発の進め方＊ 

 ドイツ生まれの経済学者シューマッハ（1986）は、急

激な工業化による開発は貪欲と嫉妬心に基づく物質至

上主義と巨大技術開発によるもので、このような開発

では人類は幸せにならないと指摘した。科学の展開力

が不足しているのではなく、英知が欠けているのだと指

摘した。 

 経済開発を優先し、途上国の宗教の存在や精神のあ

り方そのものを無視した結果、農村経済は崩壊し失業

者が増え、多くの人口が都市へ流入し、スラム化が進

んだ。 

 そこでシューマッハは物質的要因よりも人間的要因を

重要視した中間技術による農村開発を行い、貧困から

のゆるやかな脱出を提唱している。人間性を無視した

経済政策を避け、仕事を通じて人間性を涵養し、大量

生産と大量消費を避けて、適正規模の消費で最大限

の豊かさを得るような精神を大切にする。再生不可能

な開発を抑制し、再生可能な開発に取り組む新たなる

技術の開発が必要であり、“物と競争”の世界から、“簡

素と非暴力”の世界を構築したいと提唱している。 

 開発は都市に集中して工業化を促進するのではなく、

途上国約 200 万の農村を拠点にしえ、地域の環境の

中で地域の住民が主体となって必要な開発を行う。仕

事場と住まいを一緒にしてコストの削減をはかり、高度

な技術の導入でなく、中間技術で地域の資源を使用す

る小規模な人間味のある開発を進める。これにより、貧

富の差による二重構造は改善できる。農村に根をはっ

た、人間性のある非近代部門の中間技術の開発でな

いと解決しないとシューマッハは述べている。 

 筆者も 14 年間歯科保健活動を通してネパールの開

発を見てきたが、シューマッハの理論をベースとした持

続可能な中間技術によるゆるやかな開発が必要でな

いかと思う。 
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 しかし、この理論のベースは、欲望をほどほどに抑制

する中庸の理性を基盤にしている。仏教哲学でいう「知

足」である。しかし、人間の欲望を抑制することの困難

さは歴史が証明しているし、豊かな国の豊かさが貧し

い国にも最善であると信じている南北のエリート官僚や

資本家にとっては容認できない観念である。 

 

＊総合的開発援助への転換＊ 

 1990 年代に入り先進国はこれまでの経験を基に、

貧困対策の経済開発とともに、社会の混乱を社会開発

や人材開発に取り込んだ総合的開発援助を模索する

ようになった。 

 イギリスやカナダの援助は、貧困の軽減や撲滅を優

先する政策を展開している。自助努力を基に環境や女

性問題に取り組み、貧困を解消するための援助を行っ

ている。北欧諸国は、平等な社会構造の構築や民主的

な参加機会の増大や環境問題に援助を行い、経済の

回復とともに民主的な安定した政治のあり方に関して

サポートを行っている。（菊池、2001）アメリカは 2001

年、ODA に占める NGO に依託する予算を全体の

40.9%の 41 億ドルに増やして、政府主導の二国間援

助に依存せず、草の根援助を促進する政策を取ってい

る（世界銀行、2002） 

 今後の経過を注目したい。いまこそ「豊かさのなかの

貧しさ」と「貧しさのなかの豊かさ」について、南北の国

が相互に寛容な姿勢を持つことが求められている。人

類の愛と英知に期待したい。 
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編 集 後 記 
 

    今回から全 4 回でお送りする連載、第一回目の“なぜ国際協力がもとめられるのか”いかが 

    でしたか？今後は、第二回 国際保健の現状、第三回 国際歯科保健医療の現状と課題、 

    第四回 援助の実際 ODA と NGO と予定しています。ご期待下さい！ 

また、去る 2 月 19 日（日）東京広尾で JICA の担当者をお招きして、JIAOCH 研修会 

「歯科医療分野における国際協力と JICA 草の根技術協力事業」を開催しました。多数のご参加 

ありがとうございました。詳細は、次回のニュースレターでご報告します。 

                                                               （梁瀬） 
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